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「⽇本軍はなぜ敗れたか」の研究は、「企業がなぜ成⻑しないか」に通ずる 
 
⽇本経済新聞「私の履歴書 野中郁次郎」の本⽇の記事のタイトルは、「⽇本軍の組織特性
を探求」である。野中等の防衛⼤学における研究成果は書籍「失敗の本質 ⽇本軍の組織論
的研究」として出版されている。この書籍の⽬次はこの⽂章の後に貼付した。 
 
書籍「失敗の本質」より 
軍事組織の環境適応 
前章では、⽇本軍の失敗の原因が⽶軍との対⽐で詳細に分析された。⽇本軍の戦略について
は、作戦⽬的があいまいで多義性を持っていたこと、戦略志向は短期決戦型で、戦略策定の
⽅法論は科学的合理主義というよりも独特の主観的インクリメンタリズムであったこと、
戦略オプションは狭くかつ統合性に⽋けていたこと、そして資源としての技術体系は⼀点
豪華主義で全体としてのバランスに⽋けていたこと、などが指摘された。組織については、
本来合理的であるはずの官僚組織のなかに⼈的ネットワークを基盤とする集団主義を混在
させていたこと、システムによる統合よりも属⼈的統合が⽀配的であったこと、学習が既存
の枠組のなかでの強化であり、かつ固定的であったこと、そして業縦評価は結果よりもプロ
セスや動機が重視されたこと、などが指摘された。これらの原因を総合していえることは、
⽇本軍は、⾃らの戦略と組織をその環境にマッチさせることに失敗したということである。
したがって、この３章では、⽇本軍の環境適応の失敗を、その根源にさかのぼって理論的に
考察することにしたい。 
 

番号 書籍のキーワード 会社に当てはめると 
1 作戦⽬的があいまいで多義性を持って

いた 
事業の意義や意味を考えず、事業その
ものが成り⾏きとなっている 

２ 戦略志向は短期決戦型 物事の本質を⾒ずに⾏動している 
３ 戦略策定の⽅法論は科学的合理主義と

いうよりも独特の主観的インクリメン
タリズム 

今までこうしてきたのだからと、前例
主義が台頭している 

４ 戦略オプションは狭くかつ統合性に⽋
けていた 

⼈におぶさった部分最適に陥っている

５ 資源としての技術体系は⼀点豪華主義
で全体としてのバランスに⽋けていた 

強みを⽣かす経営は悪いことではない
のだが、波及効果も含めてその価値を
計る必要がある 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


